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希望の未来へ！あなたと市政のかけ橋に

帯状疱疹ワクチン接種費用助成事業

対象：50歳以上
助成内容：生ワクチン（2,000円×1回）
または不活化ワクチン（5,000円×2回）

小学校（全55校）
（令和6年度完了予定：28校）
（令和7年度完了予定：27校）

熱中症対策として、各学校体育館等に空調設備を設置。

特別支援学校（全2校）
（令和6年度完了予定）

中学校（全26校）武道室（全9校）
高等学校（第1・第2体育館、柔道場、
剣道場）
（令和6年8月使用開始予定）

木造住宅の耐震化の促進を図るため、助成額の引き上げ。

耐震診断助成額：8万円
耐震改修助成額：100万円

対象は、平成12年5月以前に新築された木造住宅です。

令和6年度予算

船橋市における刑法犯認知件数、市民安全推進課の資料によると、令和４年12月末
現在で、３，１１８件、令和5年12月末現在では３,２５４件と微増しています。
犯罪や非行をした人の多くが、刑務所や少年院等に入り、事件への反省を踏まえて、
生活を立て直し、地域に戻ってきますが、再び犯罪や非行をする人も少なくありません。
再犯をする人の多くが、住むところが無い、年齢にもよりますが、働くことができずに、
収入が無いなどが挙げられています。
また、知的障害など生きづらさを感じている人、地域で孤立しないようにすることも大
切で、保健や福祉サービスにつなげることも重要です。素案の時に、じっくり読み、何点
か確認させていただきました。

再犯防止推進計画ができました。



（

令和６年第１回 

(2/13～3/22）

定例議会の報告 金杉台中学校跡地活用

跡地活用の検討にあたり、既に廃校活用を行っている他自治体の
例も参考に、まずは、庁内における需要調査を実施した。

 金杉台中学校が廃校に決まってから、早いもので、２年が経ちました。
今回「（仮称）埋蔵文化財調査研究センター」として、令和６・７年度で
設計・改修工事が行われ、令和８年度供用開始の見込みが示されました。
廃校が決定してから、これまで時間があったわけですが、市だけでなく
NPO法人など民間の事業者や団体などが、活用方法を考えていた可能
性もあります。私も数名の方から、こんな事なら支援できる、こんな事で
地域のために役に立つならやってみたい、などの意見をもらいました。
旧金杉台中学校の跡地活用について、市内部で検討するだけではなく
民間の事業者や団体から、幅広く意見や提案を募集してもよかったので
はないでしょうか。

（仮称）埋蔵文化財調査研究センター

体育館は耐震の関係や駐車場が狭い
ため、今後の利用者の利便性を考慮し、
解体して駐車場にする。
武道室は、御滝中学校の部活動場所、
学校開放事業で利用。
校庭は、市船の部活動で使用。
引き続き、校庭は「一時避難場所」
武道館は「宿泊可能避難場所」。
武道館の屋上にあるプールはどうする
のか？

消防水利として活用予定

一部の部屋を地元の
町会・自治会に貸し出す
ことを検討している。

取掛西貝塚から
出土した貝や土壌
のサンプルなども
保管する。

旧金杉台中学校の用途地域は、第一種中高層
住居専用地域として定められており、その制限内で、
地域の良好な環境を害するおそれがなくまた通常時
において、地区外から一時に多数の人または車を集
散するおそれのない教育的な目的を持つ施設として
設置するもの。
施設に展示室や実習室を設け、発掘調査で出土し
た遺物の展示や市民向けワークショップを開催する
予定。



生活習慣の特徴は、
睡眠時間が短い・朝食を食べない・イン
ターネットの使用時間が長い、
学校生活では、
学校が楽しくない・親しく遊べる友人や
相談できる友人がいない、

 家庭生活では、
親に相談できない・大人不在で過ごす   
時間が長い・家族との夕食頻度が少な
い、コロナ禍で自粛生活によるストレス
などが挙げられています。

ここ数年、「オーバードーズ」で、救急
搬送される若者や女性が増えています。
厚労省が、令和２年１月から令和５年６
月までの約３年半を対象に、調査した
ものによると、どの世代も、圧倒的に女
性が多く、中でも、１０代～２０代が多く
なっています。

市販薬や処方薬を、過剰
に摂取をすること

薬物乱用といえば、違法薬物、大麻や覚せい剤などを思い浮かべますが、咳止めや
風邪薬・解熱剤・鎮痛剤・抗アレルギー薬・カフェインなどの眠気防止薬などの過剰摂
取も含まれます。これらの薬は、医師が診察し薬を処方する必要はなく、また、薬局など
でも薬剤師による対面販売は必須ではなく、インターネットでの購入、ドラッグストアが、
あちらこちらに見受けられる今の時代では、いとも簡単に、大量購入が可能です。
これらの背景には、社会的孤立や生きづらさなどが挙げられます。

「オーバー ドーズ」を知ってもらうために、保健所から、「オーバードーズ」とはなにか。
困った時は一人で悩まずに相談してほしいこと。相談機関などを発信してほしい。

本市においては、オーバードーズなど
の薬物乱用防止の啓発として、ホーム
ページや広報の他「ダメ。ゼッタイ。」
普及運動実施期間において、街頭キャン
ペーンの実施。ふなばし健康まつりの場
等で、啓発を行っている。
また、薬の依存や心の問題を抱える人

への相談窓口として、こころの相談窓口
を開設し、様々な悩みを抱える方やご家
族からの相談を受け付けている。
  しかしながら、社会的孤立や生きづら
さを抱え、現実逃避や不安解消などのた
めに薬の過剰摂取という手段をとってし
まう方の世代として、10代20代の若い
方が多い状況があるので、若い方の情報
源として活用が多いFacebookやXなど
のSNSを利用するなど、より一層の周知
を図る。

オーバードーズ

SNS相談＠船橋（市内在住・在勤・在学）
月～金 午後5時～9時
土日祝休 午後1時～5時

こころの相談（船橋市保健所）

眠れない・気力がなく
なった・アルコール・ギャ
ンブル・自殺に関する
不安等の
精神保健相談

047-409-2859
（平日9時～17時）

（365日）
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ホームページ hashimoto-kazuko.jp
市政に関するご意見・ご要望をお寄せください。

Ｓ.３５年 長野県軽井沢町生まれ 小諸商業高等学校卒業

八十二銀行入行 Ｓ.５７年より船橋市在住 Ｈ.２７年より保護司

消防局・映像伝送システム
日頃から、市民の安全・安心のために、活動をしている消防関係の皆様に、
感謝申し上げます。
救急車と出会わない日は無いほど、救急出動は右肩上がりです。また、火災はもちろ
んですが、高齢者のひとり暮らしが増加する中、家族等から、鍵が開かない、連絡が取
れないなど、レスキュー隊の出動も年々増加しています。
このような中、中央・東・北消防署の3消防署体制から、夏見・芝山消防署を加えた５
消防署体制となり、 消防局に、指揮指令課を設置し、119番通報から現場活動に至
るまでの指揮体制を強化するための、組織改正も行われます。

令和4年第2回定例会で、ウエアラブカメラとドローンの
活用について伺い、災害現場から消防局に映像が届く
映像伝送システムの導入を求めたところ、令和６年度中
に導入されます。

ドローンとスマートフォンを使用した映像伝送システムにより、水難事故や
火災等の災害現場の状況をリアルタイムで把握することが可能となる。
 また、火災現場においては、ドローンで上空から俯瞰的に撮影した映像で、
火災の延焼方向を確認し効果的な災害活動が行える。
 近年は、災害現場において、消防職員の殉職事故が多発していることから、
災害現場に潜む危険性を事前に予測することで、隊員の安全管理を行うことが
できる。
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